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5・菌糸の瑳宵と並に分生胞手の電車芽温
度との闘派 分生胞子形成の良好な第3蹴及
び第泌蛾薗t容を用Cム馬鈴薯煎汁寒天に移継し各
種の温度t乙於げる菌糸の生育ぞ比較した結果の
概要は第1表 IA)の様で護育最底は10(i附近
、，
最高は36蔓延f最適は20-27度である.J(牙生
胞子の護芽と温度との関係につきても貰撤した
が、其結呆のt!&描は第1表 B)の如くで、輩
、芽歩合の最低、最高、最適温度は菌糸瑳育の夫
と略例織である。
2化蝶識の護生議察に闘す 3基礎的腕究
特に 2化摂最の越多生理に就いτ 〈議報)
深谷昌三え
1 )紺 冒最近2化娯晶の童生議察に就
いての統計的研究が失々t二宮表され既t二貰用的
慣f血を有するま思描されるものも・2.3に止.まら‘
たいが司永?吉本書晶の費生捜構さいうものが明
かにされてないのでーつの費生旗第方式が成立
しτもその理論的裏付付tこ依げる憾があゐ.そ
とで筆者は年聞を遁巳士の1化娯晶の生理崎活
動栓追究したならば何わ、費生謙察の線描さなる
ものがあるのではないかさの考えからまま 3，4 
年間この方向に沿っτ仕事伝進め℃いる 併し
今裁で断定的なとさ、特IC2化期の議生態察に
就いては殆E何もいうこさは出来理専、のである
・.
が、.ある程度亭;筈畠のテ.理的活動の推移さいつ
ft.ものが判明したのでこれを簡単に紹介するこ
さにした d 印刷の闘係で表;ゃ園を取入れるこさ
が出来なかったので充分意の端せない所もある
がミの動議め御諒承賜り寝い，
n)笹生期の地域性 温帝聞に於ける 2
化蚊-晶は大館年に2国費生す忍とさに1iってい
るが、特殊ーな地域例えば中園地方の山間部等で
は年 l化にしτ終る所もある。 1化，2化の境界
肱年じよって多少費動ず'tょうであるが、中国・
地方では大煙年平均祭温がl:l.doC以午、標高で
害晶øli~、 2 化は遺体因子的意味に蜘砂る化
性によ‘るさ見られないニまもない.卸ち極端tこ
いえば1化性棋晶まいうものの存在をもー臓移
える必要があるさ思う.それさ同織のニさが2
1e泊帯でも凶えるようである.岡山脈南郁の2
化地帯で本害晶は寝袋傑件によっ可は年に3回
以上費生L縛るのであるが中にはどうも2回以
上は絶割に費生し得ないざいう因子を混在して
いるのでは主いiJ孟さ疑えば疑える揚合も1>る.
QPち騒地の 2 化螺晶には 2化性~3化性(或は
多化性)が混在しているのではないかtEいうの
であるJこの事に闘しては後にも述べるが詳し
〈は何れ報告するつもりである.
それから 2化地帯に於ける第1化明費蛾l闘で r
あるが、世間地方の温暖な地域では褒蛾が埋
〈、比較的容冷な地方では早いさいう凡そ積算
温度の理論からは説明出来ない面白い現象があ
る・幼晶胡の噴境漁度が高い場合棋晶の洞化期
が2週間位い早まるさいう毒事は筆者が賞験的に
確1めfこ所であるが、どうも寒冷地に於ける早期
費蛾現象l玄米t!環境漁獲t!t3"で充分説明するニ
さはm来ない.
1)越さ5前幼虫の紐温
いうなら4叩m以上の匙較的窓冷な地域に於τ2 1) 稲品種ミ彼苦手輩率及び棋治情組重三の闘
化螺晶は 1化性でbるさ見てよい. 、 係 栢が品種に主って螺畠による被害程度を呉
さて2化螺晶は蓋越のように暖かな所では年 にするさいうこさは古くから云はれて来た母、で
4，5回費生Lミ青森さか北海道のように主主い所 あるがニうした被害差を惹起する原因に説いて
では年に 1回t!け費生するざいラ事官からその はあまり研究されτない.
制的軍に環境温度によってのみ支配さ村M、 筆者は同一様件下iこ14品種の稲を哉壇し、被
tこ考えられ勝である念、それはそのように簡第 害整率ミ艇風乾電ミ白相殺或は螺晶0個組重さ
なもの-r-は1l<、-者の貰磁的研・究tζよれば本 稲風乾亘S，ゆ相閥等:~調ペサこ所、夫..Ir +O・882;
- 23，_ • ‘ く回}
二千0.748さいう高い係散在得るこさが出来1t.。
これは風乾1tの大きい掴~P包立モ時に於ても輩
葉。大きな磯町、範・冶、美浪、豊楠等は特によ
〈頓虫に犯されるミいうとさであり、又こう、じ
た簡で育つ棋虫は2にきいさいうこ三にな&
fi) 形態、生理切地域性 2化蝶虫ぬ大き特
にモの個輯重は地域的に見τ非常な差異がある
が、それは主さして掻取植物fこる稲のr大さが地
域的に異る乏いうこさに踊せられあのではない
かさ思う。岡山鯨に於ける塞冷地三目される苫
田郡加茂町より J.2齢幼晶を取寄せ禽敷市内の
圃場で「雄町」巳接種飼育した所、稲刈取期 (11
月5日〉じJ卒均個個重 102.1mg (50個慢卒均)
~示したが4 加茂町で「愛園」より採取せるも
のは11月6自の測定によるさ平均b3.0ma(50個
檀平均)~示しだ. -方「旭」より採取した禽
厳重のものは卒均邸・1mg印刷闇値平均、 11月1
日測定〉であったが、倉敷産卵塊や加茂に持。
て行って「愛圃」で飼育した結果平均 85.8mg
(8佃値平均〉の個髄重が得られた.以上の結果
ぞ要約するさ主主冷地産の1色のは暖地に移植され
るさ樟重を増加するが、その逆自日ち暖地のもの
や寒冷地に移植し大場合は必歩しも障重を減巴
ないさいうこさになる o)むもこの逝の場合は測
定佃睡散が少いので確言するこさは差控える。
突に2化槙盛の越冬生理さ聞係深い含有脂肪‘
量が地方的にrのような差異や示ずか測定」τ
見町るさ越冬前後を通じて寒冷地産のものの含有
脂肪量は暖地産のものiこ比して2-6%多いこ
さが判明した.帥ち12月の測定で倉敷産のもの'
は 17・77%ぞ真庭郡湯原産〈寒冷地〉のものは
19・86%、翌3月κは夫，lf12・80.%及び17.9_2%75'
示された.
含有水分量は12月じ於て倉敷産は 63・98.%湯
.原産は60・04%ざなっているが3月には67.回%
63.38;広三どちらも幾分増加している.
IV) 休 眠 21~螺晶Ø.休眠に就いては徒
来あま句研究されτないが、これは第1化期の
蛮比旗察上決しτ忽に出来ない間越である。筆
者が第E化期摂晶に就いて→乍年来賓験ldこ所
によるさ、 2化期幼畠が休眠状態で越冬するか
しないかさいうこさはその卵期の境境温寝に開
係する所の大きいこさを知った 1946年度には
第2化朋の卵診 320Cの高揮で恒過させ解化後
色この高温中で飼育した所が、供試晶め 18.5::"
40.1%は幼晶胡卒均 ~3日で踊化して成畠θ刻化
を見fこのである。向1945年度には 300C下で70
%の羽化寧を得ている。然るに卵期をお旬以
下で経過したものは幼晶胡を高温 (320C)下に
置いて飼育しτも輔化するこさがない.
拘ままで興味があLのは、踊化ずる佃瞳も踊化
しない1同臨も 4齢ま1J'の経過日;散に大し?と差異
は認められないが第4回目の脆皮をする時期に
早晩の差の生巴て来るこ乏である。踊化ずる個
個は踊化し丘い個値に較べて，6-7日早<5齢
期に入るこ dみになる.桶化しない個髄の中止は
6回脆皮歩るものも生子るが、結局これ等は幼
晶期閣4.50日以ょを輝通してから錯死するが.
佃瞳敷や充分多ミ取ればニれ等の中からも休眠
を脆して後に踊化するもθが出る@ではないか
さ.m推する。稼JI博士 (1934)の業績の中にも
第2化期幼晶が270Cで162・3日、 250Cで187-6
日ぞ要して。輔化した12いう例が報告され:rいる
よ急である.
このよろな幼晶褒育期に見られる個韓差、 ~p
ち恐ら〈は休眠せ?に踊ftするもG9~明らかに
休眠するものとの2つの遺った偏向を持ったも
のが同時に現れるニミは興味深い現象だが、兎
に角筆者規Tった賓臓の範囲内ではこうした化
牲の分離現象は卵羽間金高温下で腫過させた場
合にだけ見られたのである. 
.v}自然環境下に於ける幼虫の物質代
謝の季節的鑑化 1年間在通巴τの2化娯晶
幼晶に見られる生理活動の聾f~、特に越冬期t二
於けるをれぞ知るこさは極めて重要なこさであ
るさ思はれる。筆者が今日までじ得た知見によ
れば幼晶の物質代謝なり呼吸代謝は季節的に非 ' 
常な聾勤や示すものであるが、これは棋轟の費
蛾期等の強察には有力な手腰、りを提供するこ乏
にもなるのJ}ある。
i)‘眠薬・消耗量の挙前的饗化 5齢幼識の酸
策消耗量を 3(jOC下1;"調淀して見fこ所によると
10月頃 100(')-liOl')cmm./gj切を示ずが爾後漸降
しτ12日には 800cmm/g!h蓋さなり、 1-δ 月
の聞で 400-500cmmそ持槙する 所が蝋化直
前の6月になるミ念昇し寸1900:mm/gjh近〈
になるD f，J 8月の第1化胡老熟幼晶は10∞cmm
/g/hそ示している。・
く，24) ニー 24.:. 
. 
幼畠の司書指摘耗量は今まで3，4め人fCよって
測定されでいるが、人によって測定値に大きな
聞きがあった が併しそれは恐ら〈測定時期が
一定しなかった需ではないかさ思推するJ
越各後i二於ても酸素泊耗量が蝿1ヒ近くまで低
値芦保っさいうこさiヨま何か生理的な意義があ
るのではないかさ思はれるが示だニの賦何も分 .
。ていたい.
U) 含有水分量及び含有脂肪量の季節的艶f~
昆畠櫨の含水量、合脂肪まさいったものは特
に耐塞性t二闘聯しt越多生理上重要i硯されてい
る.
筆者は1943年来毎年越冬期幼晶に就いてこの
南者の季節的慶化を測定しτいるが、今日まで
iこ得られた成績必要約する3含水量は10月乃至
翌年の8月の間にあフ宮大糧問-70%の聞を訪
韓するようである。特Iζ巌塞明に於τ含水量が
減少するさいうこさはたいが、それが環境i易度
特に降水量の多寡によ。τ影構されるニミは従
験的に謹明出来る。 få12-:~ 齢幼晶t二あヮτ合
水量は特に多〈最高i2%が測定された
含脂肪量も年によって必しもL定の経過をさ
、 って増減しないが、大躍動設2長期を通じτ17%蓋
命保持し、早春3月頃iこなってから急:落するさ
いうのが正常な経過では~いかさ考える.草~末
から初冬にかけてはえ髄脂肪量の蓄積三いった
方向え向うようである。
. iii) 骨量夜氷結果占の季節的艶化 幼晶200調内
外よ札絞り取った韓波の氷結駐を測定して見る
ミ厳寒期l亡は緩低，-2，flOoCまで降下するが3月
から 4月の初めにかけて念に上昇し、 -1.300C
位にむる。ミうしfと臆液氷結思の急費は棋晶瞳
内に於ける物質代謝特に非電解質の著しい滑長
そ示して弘、るもの芝居、推される.
VD耐J東性越冬朋幼晶はー6.0Cに1時間
以上接濁した揖台所謂凍結賦態を呈するが、凍
結によっ℃直接晶骨量が容はれる宅さはないらし
例外なく舞死する o (J事結さいう鯨著な現象が幌
晶の生理肱撃に何か衝撃酌影響を輿えるもので
はt;.いかさの疑問は堂書長起るのであるが、二れ
を凍結前後に於ける酸素描耗量の聾化によっτ
調べで見fこ所別に異献は示されなかった.
向蝶晶が見掛け上t対吉駅態を示すて場合、呆し
そ全鰻液の何バーセントが凍結するものである
かを 8配 harov(1900)の方まが測定した所によ
るさー 100Cの場合全水分量の68・63%が， -lioC 
で 81.04%が誠結する.ニρ掠結水の査本分量
t二劃する割合同島理前の環境温主によ心て，著し
〈異るがこの成績は省略する.
四〉越各期の環境侮件が沼化期及び羽
化率に及ぼす影響
り洞化j岡 越多胡IC於てニ化螺晶に作用し
た環境温漁喧が、その羽化期及び，w化率にどの
ように作用するかを調〈る母1943年L月以降岡
祖の積藁内及び室内の高幌、低潟両様のデシタ
ーター中に夫身相者数の材料を牧察、ニれを各
月の始めに 2.bO C 及び ~OC の恒温務中に天々16
日Jf5'日の期間置いτから再び元のA態に復錫
させ、その尾揮を観察した.
wfが債藁内及び室内高峰匿のものは8月に入;
ってから控死虫槙出した錯その讃蛾期を算定す
るに足る程。成虫￥得るニとが出来ながったの
で主として洞化教の相官数得られた室内低渦匝
。結果に就いτ調ぺて見ると、一般(:高温接繍 ， 
匝のものは何れも無慮理のものに比較しτ7-
]4日朝化期日が早くたっているのである。筒抜
で特に興味深いのは2-4厄に於て高温底理を
受けfこものは12月、 1月及びδ月にそれを受け
たものに較べτ洞化朋がよD平期化じているさ
いう形跡のあるとさである.20C接燭の膨響そ
低i偽匝に就いて見r.;~ lZ"""4月鹿理直のものは
無底E理匝に較べれば何れも 6-9日平均羽化日
が促準され丈いる。が併し5f:Iの低温庭理匝の
刻化，期日が無昆fl標準属のそれミ殆E大差是示
b 、"80C前後に1時間俊輔させた損合にも異常 さないととは特に法目すぺきである.20C鹿理
はなく、幼晶は後に桶化し正常iこ羽化，する。又 高漁届のものを参考に~?で見一るに 1 月底思匡
一140C ~い示低温i亡 3 時間際曾しても凍結j伐 のものは台日、 12月島習匝のものは2日何れも
態ぞ耽するさ幼晶はE常じ切旬しで外観上の異 標準直に比して羽化明日が促・遣されているがL
常は示さないー併し低温接綿密行う揚合その噴 4月鹿理匿のものは、標準さ大差を示さたかっ
境温度が非常に闘保するので'あって、例えば、 た。又高温、低温雨匝をと通じて高滋干のものが
250C lこ10日間接腕レてから凍結さぜたものは 低場下のものに比して 1週間位ド羽化明日が号
マ25ー (25)
〈たっている事責は従来行はれ1:2.8の入の1武
頼tこー致る。併低i量に除曾ふさ洞化胡日
が促蓮されるというこさは更広ー考を要するよ
うに思はれる.さいうのは別の貰醸成績によれ
ば低温魔哩後の藁及び幼虫の念水量は艶分検加
を示すのであって、ニれは幼虫に劃し費育促進
の傑i午を県え低温による費育遅延をカグアーす
るものとも考えられるからである.
柑接踊温度.:z.毎月一定期間慶更した場合に於
ける12-5月の聞の寝境温痩平均は250Cの島
理の場合12月匝:12.40C， 1月匝:12・pOC，2月
匝:12.40C， 3月匝:1240C， 4月幅:l:uoqδ 
月匝:11.70C， 20C島理の揚合12月匝:11HoC.l 
月匝:1"・90C，2月直:iD・9'C，3月匝:lD8'?C、
4月臣:l(').4OC， 5月匝:9.70C，標準匝:11.ooc 
さなっている.
Jf)羽化傘越各期を遁じτの幼晶の死晶君事
.:z.調ぺて見るさをれはδ月頃より念昇して才月
初めに最高俸に濯するときが判明した.環境漁
度との開係を見ると高漁匝は低措置に比レ'J.死
虫$が慨しτ高い古
号化に上述した様に1:&月以降8月まで各月初め
にー定期間250C及び20Cに接崩せる棋晶の洞
化事.:z.調査したがその結果によると20C島理の
ものは:1月匝のものが綾も羽化準高丈、 2月臣、
4月耳がとれに次いでいる.情o!Jの低温島理
が沼化事に悪影響を及ぼすこさは嘗然さ額ける
所である.-:-1・:250C島理のものはこれ亦1月
匿の羽化率が最も高〈、 2月以降は逐次低下し
てν、る.併し高温鹿理の各匿の澗化運棋が~由理
様準匝或は2'?ε島理匝のものに比してよ b商い
さいう二三は一般的な事賓である.
市〉考 察 2化摂畠の瑳生強要害に目81して
はモの弘態め地域性をは きりさ把揖してから
興じ理論的様鎌ある費負強祭方式そ暗立すべき.
であうて、それには先づ化性さか休眠或は費生
制等に就いτ種々 基礎的調査.:z.行はなければな
らない.筆者が今日までi二得た知見を.綜合して
考えでi見るに2化掛幼i二闘し甘はー元的或は普
掴的な海察方式がたてられないようであるが、
モt球主としてニの害晶の集る地犠牲tニ根ざし
いるように思える。縫っτ例えば幼識の越冬
生理にしても今後相省庚範な地域に互つτ検討
すべきものではあるまいかさ思う.
行そし何は長もあれ倉般地方に於ける越冬期幼
品の生理的経過を調べて見るさ、そこには相嘗
興味ある傾向さいったものが窺知されるのであ
って、それはまた第1化胡費生期或は費生量の
旗察に封しで重大なる示陵ぞ興だるもののよう
に思.える.
さて越各中の昆虫艦内水分聾化の生理的意義
は極めて重要なものさされτいるが旗虫の場合
越各の前後を通じて 5%内外の合水量艶化は普
通i二見られる所であって、それは主苦しτ現境
渦賓の高低年ょっτ支配されるもののようであ
る.又環境商渦賓がいかなる機構によるものか
やj然ξしないが幼晶じり護育を促準するさ事賓は
歴然としτ，いる.
又含有脂肪量の消長IC就いτいえば値内脂肪
量カ常火未から初多にか廿τ畠:逼Hこ高去るをいS
現象は一敏的なものらし〈、この時期比於げる
酸素消耗量の低下と胤態しτ旗晶の越冬値制ゆ
確立さいった生理的意義がままじ見出せるようで
ある.併しニの繊各位制三い9たものは卵期t二
決定さ~るさ忠lまれゐ'休眠現象とは金〈切り厳
して考えなければならない.併し王手春』二於りる
脂肪量の低落ごか世液氷結晶の降下さいった顕
著な現象は越多髄制よりめ離脱であり或t玄関時
に休艇の先醒を意味する可能性が強い.
越多期に際曾する高温、高滅がその沼化期冶
促準するという与さは蛮蛾期の旗祭にーつの揖
.針を奥えるものであるa
殊に環境温虜が越各組制を離院するさ4思はれ
る3月以降に於て著し〈影響するのではあるま
いかさの疑問は嘗然起るのであるが、事貰岡山
市北方の豚立農事試強場の誘蛾成績より見るに
毎年 3_5月の卒均隷岨さ量化期護服明さの聞
には-0・823の高相闘が認められるのである
意蛾量に就ドτいえば5月の卒均気温が、例
年より高い年には5月の降水量さ負の相闘々係
( -0-692)にゐり例年より低い年にはその気温
さ負の相関k係(-('-592)Iこあることが判明し
1:..これは高温多漁が5月以降の死晶君慎.:z.高め
るさいう貰職的事貨によって或程噴裏付けられ
るさ思う.(17. III. 1947) 
(28) - -26-
